
伊
江
村
議
会
事
務
局

注
目
記
事

ト
ピ
ッ
ク
ス
議
会
を
見
て
、

聴
い
て
き
ま
し
た
!

議
会
を
見
て
、

聴
い
て
き
ま
し
た
!

P2~3
P2~3

2024年
2024年
No.186
No.186

今
月
の

表
紙
紹
介

P16

沖
縄
県
伊
江
村

議
会
広
報

・あ
の
質
問・質

疑
は
　
　
　
　
　
　
　
!? …

…
…
…
…
P１1

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
チ
ェ
ッ
ク
！
…
P１
3

・　
　
　
　
　
　
チ
ェ
ッ
ク
！

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
P１
4

ど
う
な
っ
た

ど
う
な
っ
た

令
和
５
年
度
完
了
事
業

令
和
５
年
度
完
了
事
業

議
会
広
報

議
会
広
報



議会広報 いえそん
No.186   ９月号 2

議会を傍聴して（一部抜粋）
伊江小学校・西小学校 ６年生

◦�(旧)中央保育所は37年間使用していたのがすご
いと思いました。
◦�話が難しくて、メモがあまりとれなかったけど、
頑張って議会傍聴をしました。
◦�議会傍聴して、議員さんや村長さん、課長さんな
どみんなが意見を言い合い、最終決定する事が
わかりました。
◦�議会傍聴して、意見、質問、反論するときすごく
長い話をしていてすごいと思いました。
◦�港に放置された船は勝手に処分ができず、処分
するには、費用がかかる事がわかりました。

◦�話が終わっても、拍手をしない事。
◦�議員の皆さんは、一人一人の席があって話
し合う時は、前の席に立って話をする事。
◦�１人ずつマイクがあり、議長がいろんな事
をまとめている。
◦�男の人が多いことがわかりました。
◦�議会では伊江村で暮らしやすいように解
決策を考えていると思いました。
◦�意見を言う人は何回もその意見に対して、
答えたりと繰り返す事がわかりました。

づいた事気想感

将来の議長、三役??議会を
見学して

６月

令和６年６月25日（火）に伊江小・
西小学校６年生が、議会傍聴・議
場見学を行った。また、6月20日

（木）に各学校で、傍聴前の出前
授業を行った。

議会傍聴・議場見学6/25
火

定例会定例会議会傍聴！？議会傍聴！？

議
会
傍
聴
・
出
前
授
業



3

傍聴前の出前授業

議会とは!？�伊江村議員の紹介、�議会傍聴とは？？�議員定数について
等をクイズ形式で行った。�また、�各班に分かれて、議員さんが質問し
た一般質問について、 自分たちならどう考える？�授業を行った。

　例えば、村の施設として、野球場や屋内運動場、総合体
育館、皆さんが勉強している学校の電気料金や水道料金も
この議会で話し合いをして決めていきます。また、新しい
施設として、完成した陸上養殖施設（スジアオノリ）もこ
の議会で話し合いをして、建設する事を決定しました。

授業
内容

伊江小学校 西小学校

村民の願いをかなえるために、議会では
どんな話し合いをしているのだろうか？

６年生

めあてめあて

伊江小・西小学校伊江小・西小学校

6/20
木

議会とは！？議会とは！？
村が行う仕事や村が行う仕事やその為に必要な予算その為に必要な予算をを
決める大切な場所です。決める大切な場所です。

議会広報 いえそん
No.186   9 月号

議
会
傍
聴
・
出
前
授
業



一般質問の詳細については、ホームページの第５回定例会をご覧ください

ここここを問うを問う

議会広報 いえそん
No.186   ９月号 4

亀
か め

里
ざ と

 敏
と し

郎
ろ う

 議員

問　
（
旧
）中
央
保
育
所
は
、昭

和
59
年
４
月
新
設
開
所
さ
れ
、令

和
３
年
３
月
閉
所
ま
で
37
年
余
、

本
村
園
児
の
育
成
を
担
っ
て
き

た
。廃
墟
同
然
と
も
い
え
る
現
在

の（
旧
）中
央
保
育
所
に
憂
い
を
感

じ
て
い
る
の
で
は
と
思
慮
す
る
。

そ
こ
で
、（
旧
）中
央
保
育
所
を
多

用
途
に
使
用
で
き
る
施
設
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、利
用
を
希
望
す

る
団
体
等
に
利
活
用
さ
せ
る
こ
と

を
望
む
が
行
政
の
見
解
を
伺
う
。

答　
村
長

　
同
施
設
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で

村
内
の
介
護
事
業
所
や
飲
食
店
舗

と
し
て
の
利
用（
賃
貸
）の
相
談
も

あ
っ
た
が
、施
設
の
老
朽
化
、立
地

的
条
件
、あ
る
い
は
改
修
コ
ス
ト

等
の
課
題
か
ら
利
活
用
に
は
至
っ

て
い
な
い
。同
施
設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、利
用
す
る
団
体
等
に
利
活

用
さ
せ
る
事
に
つ
い
て
、趣
旨
は
理

解
で
き
る
も
の
の
施
設
の
安
全
性

や
改
修
に
か
か
る
費※
１
用
対
効
果
な

ど
を
含
め
、行
政
内
部
で
慎
重
に

検
討
し
て
行
き
た
い
。

問　
そ
の
ま
ま
住
宅
、施
設
を
放

置
し
て
い
く
と
、老
朽
化
の
速
度

は
か
な
り
進
む
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、そ
の
見
解
は
。

答　
建
設
課
長　
西
江
忍

　

空
き
家
、住
宅
も
そ
う
だ
が
、人

が
住
ん
で
い
な
け
れ
ば
、劣
化
が

早
い
と
考
え
る
が
、具
体
的
に
ど

の
ぐ
ら
い
進
む
の
か
根
拠
的
な
資

料
は
な
い
。

問　
改
修
に
か
か
る
費
用
対
効

果
と
い
う
こ
と
に
大
変
疑
問
を

持
っ
て
い
る
。現
場
を
見
た
ら
、畳

座
や
水
回
り
、空
調
も
全
て
、良
好

で
あ
る
。少
し
手
を
加
え
る
だ
け

で
、費
用
や
経
費
、予
算
が
膨
大

に
な
る
よ
う
に
は
、思
え
な
い
が
。

答　
福
祉
課
長　
島
袋
裕
次

　

福
祉
課
で
検
討
を
し
た
所
、宿

泊
施
設
、資
料
倉
庫
あ
る
い
は
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
、企
業
等

が
借
用
し
て
そ
の
施
設
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
方
法
。ま
た
、

宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
し
た
場
合

に
は
、電
気・水
道・シ
ャ
ワ
ー
の
設

置
、備
品
購
入
、リ
ネ
ン
関
係（
布

団
等
）な
ど
に
お
金
が
か
か
り
、費

用
対
効
果
が
う
ま
れ
る
か
懸
念
材

料
で
あ
る
。

　

今
後
、利
活
用
に
向
け
て
、検

討
、判
断
し
て
い
き
た
い
。

行
政
内
部
で
慎
重
に
検
討
し
て
行
き
た
い

村長 伊
江
村
立（
旧
）中
央
保
育
所
の

利
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は

※１　費用対効果
投入した費用に対して得られる効果や利益のこと。

旧中央保育所正面旧中央保育所正面

一
般
質
問
（
亀
里 

敏
郎
）



村政村政 のの

5

問　
漁
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
漁

獲
量
の
減
少
に
よ
り
、漁
業
を
廃
業

し
た
方
、又
は
遊
漁
船
が
古
く
な
っ

て
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
船
が
各
港

に
放
置
さ
れ
て
い
る
の
を
数
多
く

見
受
け
る
。

　
港
の
環
境
美
化
の
面
か
ら
現
状

の
ま
ま
放
置
す
る
の
で
は
な
く
処

分
す
る
方
法
を
考
え
る
の
も
行
政

の
大
き
な
仕
事
で
あ
り
責
任
で
も

あ
る
と
考
え
る
。そ
の
処
分
は
専
門

業
者
で
な
け
れ
ば
で
き
ず
、費
用
も

か
か
る
事
か
ら
個
人
に
よ
る
処
分

は
難
し
い
。所
有
者
の
責
任
だ
と
は

思
う
が
、い
つ
ま
で
も
待
っ
て
は
い

ら
れ
な
い
。そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

① 

処
分
費
用
に一括
交
付
金
等
を
活

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

② 

放
置
船
は
何
隻
あ
っ
て
処
分
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
船
は
何
隻
か
。

③ 

村
内
で
の
処
分
は
可
能
な
の
か
。

答　
村
長

①�
現
時
点
で
は
、一
括
交
付
金
は
活

用
で
き
な
い
が
、水
産
庁
の
３
分

の
１
補
助
事
業
が
あ
る
。

②�

放
置
さ
れ
た
船
の
合
計
は
46
隻
で

漁
船
が
20
隻（
具
志
15
隻
、西
崎

１
隻
、大
口
４
隻
）、遊
漁
船
が
26

隻（
具
志
２
隻
、大
口
24
隻
）。破

損
し
て
使
用
で
き
な
い
船
が
24
隻

（
具
志
５
隻
、伊
江
港
19
隻
）。

③�

ガ
ラ
ス
繊
維
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
樹

脂
の
複
合
材
で
あ
る
F※２
R
P
は

村
内
で
の
処
分
は
で
き
な
い
。費

用
負
担
の
面
か
ら
処
分
が
進
ん

で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

問　
海
神
祭（
パ
ー
リ
）は
、マ
ラ
ソ

ン
、ゆ
り
祭
り
に
次
ぐ
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
が
、海
神
祭
時
に
は
会

場
に
駐
車
場
が
な
い
為
、大
口
港
周

辺
は
路
上
駐
車
と
な
り
交
通
の
妨

げ
に
な
っ
て
い
る
。大
口
港
に
放
置

さ
れ
て
い
る
船
を
整
理
す
れ
ば
大

き
な
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
が
出
来
る

が
、放
置
船
と
は
言
っ
て
も
個
人
の

財
産
で
あ
り
、船
主
の
許
可
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
。

答　
村
長

　
漁
協
と
も
話
合
い
を
し
た
こ
と
も

あ
る
が
、な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況

の
中
で「
私
が
責
任
を
持
っ
て
前
向

き
に
検
討
す
る
」と
は
言
え
な
い
立

場
に
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た

い
。問　

港
湾
に
も
漁
港
に
も
そ
れ
ぞ

れ
国
に
よ
る
３
分
の
１
の
助
成
制
度

が
あ
る
と
の
こ
と
で
、そ
れ
ら
を
積

極
的
に
導
入
し
て
処
分
す
る
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。処
分

後
に
は
、二
度
と
放
置
船
の
場
所
に

な
ら
な
い
よ
う
に
条
例
や
規
則
等

を
制
定
し
て
村
民
に
も
港

の
マ
ナ
ー
を
守
る
よ
う
周

知
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

他
地
域
で
は
放
置
船

の
取
り
締
ま
り
が
実
施
さ

れ
、送
検
さ
れ
た
方
も
い

る
。村
内
で
そ
の
よ
う
な

事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
行

政
が
早
め
に
手
を
打
つ
べ

き
で
あ
る
。　　

　
ま
た
、大
口
港
へ
の
出

入
口
は
現
在
一カ
所
し
か

あ
り
ま
せ
ん
の
で
港
西

側（
給
油
所
裏
）か
ら
も

駐
車
場
へ
の
出
入
り
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

答　
村
長

　
沖
縄
県
の
指
導
も
仰
ぎ

な
が
ら
、補
助
事
業
の
導

入
に
よ
る
放
置
船
の
処
理

を
検
討
さ
せ
て
頂
き
た

い
。

※２　ＦＲＰ
繊維強化プラスチックのことで、ガラス繊維などの繊維をプラスチックの中に入れて強度を向上させ
た複合材のこと

放
置
船
の
処
理
に
つ
い
て
補
助
事
業
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い

村長 港
に
放
置
さ
れ
た
放
置
船
に
つ
い
て
問
う

島
しまぶくろ

袋 義
よ し

範
の り

 議員

放置船放置船

議会広報 いえそん
No.186   9 月号

一
般
質
問
（
島
袋 

義
範
）



議会広報 いえそん
No.186   ９月号 6

問　
本
村
に
お
い
て
、
農
畜
産
業
は
重
要

な
産
業
で
あ
る
。
現
状
は
、
不
安
定
な
世

界
情
勢
に
よ
り
農
業
資
材
の
高
騰
が
収
ま

る
気
配
が
な
く
、
ま
た
地
球
温
暖
化
に
よ

る
異
常
気
象
に
よ
り
農
作
物
の
被
害
が
多

大
に
な
っ
て
い
る
。

　
村
予
算
に
お
い
て
、
高
騰
す
る
農
作
物

の
農
薬
・
肥
料
の
購
入
支
援
補
助
金
は
令

和
５
年
度
繰
越
予
算
、
出
荷
箱
の
購
入
支

援
補
助
金
は
令
和
６
年
度
予
算
で
計
上
さ

れ
て
い
る
。
畜
産
業
に
お
い
て
は
、
子
牛

価
格
安
定
特
別
対
策
補
助
金
が
令
和
５
年

度
繰
越
予
算
で
計
上
さ
れ
、
飼
料
価
格
差

補
助
支
援
事
業
は
令
和
５
年
度
で
終
了
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
４
点
に
つ
い
て
伺
う
。

① 

農
薬
・
肥
料
・
出
荷
箱
の
購
入
支
援
補

助
金
の
内
容
と
実
施
期
間
は
。

② 

温
暖
化
等
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
虫
被

害
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

③ 

県
の
農
林
水
産
物
流
通
条
件
不
利
性
解

消
事
業
の
継
続
的
制
度
化
と
増
額
の
要

請
を
で
き
な
い
か
。

④ 

畜
産
業
に
対
す
る
飼
料
価
格
差
補
助
支

援
事
業
を
継
続
で
き
な
い
か
。

答　
村
長

①�

農
薬
及
び
出
荷
箱
の
補
助
率
が
購
入
価

格
の
10
％
、
肥
料
は
５
％
と
な
っ
て
い

る
。
補
助
対
象
期
間
を
令
和
６
年
４
月

分
か
ら
令
和
７
年
１
月
分
ま
で
の
購
入

分
と
し
、
農
業
団
体
が
組
織
さ
れ
て
い

る
沖
縄
県
花
卉
園
芸
農
業
協
同
組
合
や

伊
江
村
葉
た
ば
こ
振
興
会
に
つ
い
て

は
、
団
体
と
村
で
補
助
金
手
続
を
行

い
、
農
家
に
つ
い
て
は
通
常
価
格
で
農

業
資
材
を
購
入
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

か
ら
割
引
相
当
額
が
農
家
へ
補
助
さ
れ

る
仕
組
み
を
計
画
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
伊

江
支
店
の
資
材
で
購
入
す
る
農
家
に
つ

い
て
は
、
個
別
の
農
家
の
購
入
実
績
に

応
じ
て
村
か
ら
補
助
金
の
案
内
を
通
知

し
、
直
接
村
が
農
家
へ
割
引
額
を
助
成

す
る
。
事
業
実
施
期
間
は
令
和
８
年
ま

で
の
３
年
間
と
し
、
次
年
度
以
降
も
安

定
的
な
予
算
確
保
に
努
め
る
。

②�

花
卉
や
島
ら
っ
き
ょ
う
、
葉
た
ば
こ
に

も
ア※
３

ザ
ミ
ウ
マ
（
ス
リ
ッ
プ
ス
）
類
の

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
村
で
は
今
年

度
も
島
ら
っ
き
ょ
う
農
家
を
対
象
と
し

た
効
果
的
な
農
薬
防
除
等
の
講
習
会
を

予
定
し
て
い
る
が
、
追
加
し
て
対
象
農

家
を
拡
大
し
、
沖
縄
県
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
及
び
病
害
虫
防
除
技
術
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
研
究
員
を
講
師
に
招
き
、
ア
ザ

ミ
ウ
マ
類
の
生
態
や
効
果
的
な
農
薬
使

用
方
法
等
、
総
合
的
な
防
除
対
策
に
つ

い
て
の
講
習
会
を
令
和
６
年
７
月
に
計

画
し
て
い
る
。

③�

地
理
的
条
件
の
不
利
性
解
消
や
、
公
正

な
競
争
条
件
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

も
、
現
在
は
県
分
の
一
括
交
付
金
事
業

と
し
て
「
競
争
条
件
不
利
性
改
善
対
策

事
業
」
と
名
称
を
変
え
、
令
和
４
年
度

か
ら
令
和
13
年
度
の
10
年
間
の
事
業
期

間
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
安
定
的
に

事
業
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
県
農
林
水

産
部
と
の
行
政
懇
談
会
等
に
お
い
て
要

請
を
行
っ
て
い
く
。

④�

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
に
か
け

て
、
国
県
の
支
援
に
併
せ
て
、
配
合
飼

料
価
格
の
実
質
上
昇
額
に
対
す
る
支
援

事
業
を
実
施
し
た
。
今
年
度
の
当
初
予

算
で
は
厳
し
い
財
政
事
情
か
ら
事
業
化

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
直
近
の
セ
リ
市
場
に
お
い
て
も
生

産
資
材
の
価
格
高
騰
が
セ
リ
価
格
に
転

嫁
さ
れ
て
お
ら
ず
、
畜
産
農
家
へ
の
支

援
の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
て
い
る
。

県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
本
事
業
の
早
期

実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
組
ん
で
い
く
。

沖
縄
県
へ
の
要
請
や
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
行
く

村長 困
窮
し
て
い
る
農
家
に
継
続
し
た
支
援
と
対
策
を

島
し ま

袋
ぶくろ

 勉
つとむ

 議員

※３　アザミウマ（スリップス）
アブラムシと同様に初夏から初秋にかけ多種
多様な植物に寄生する害虫。寄生すると葉や
花、果実から吸収し、変色・萎縮・奇形などが
あらわれ、作物に大きな被害をもたらす。

資料高騰や子牛価格の低迷資料高騰や子牛価格の低迷
で先行きが不安な畜産農家で先行きが不安な畜産農家

一
般
質
問
（
島
袋 

勉
）
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問　
本
部
港
立
体
駐

車
場
は
、フ
ェ
リ
ー
利
用

客
の
利
便
性
、安
全
性

の
向
上
を
図
る
た
め
に

令
和
２
年
２
月
に
供
用

開
始
し
た
。観
光
繁
忙

期
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
本

部
港
の
下
船
客
が
殺
到

す
る
船
便
で
は
、立
体

駐
車
場
の
事
前
精
算
機

が
混
雑
し
、駐
車
場
出

口
や
車
道
に
は
み
出
す

な
ど
大
変
危
険
な
状
況
に
あ
る
。駐
車
場
出
口
が

渋
滞
し
出
庫
す
る
ま
で
１
時
間
も
費
や
し
た
事

例
も
あ
り
、利
用
者
に
不
便
を
強
い
て
い
る
状
況

に
あ
る
。そ
の
解
決
策
と
し
て
、事
前
精
算
機
の

立
体
駐
車
場
へ
の
増
設
、ま
た
は
フ
ェ
リ
ー
船
内
へ

の
設
置
な
ど
、事
前
精
算
の
混
雑
解
消
、出
庫
時

の
渋
滞
緩
和
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

答　
村
長

　
船
内
に
設
置
し
た
場
合
の
様
々
な
課
題
に
つ
い

て
、十
分
に
調
査・研
究
を
行
い
な
が
ら
、設
置
場

所
の
検
討
及
び
補
助
事
業
等
の
活
用
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。立
体
駐
車
場
の
出
入
口
の
改
修
に
つ

い
て
も
、引
き
続
き
沖
縄
県
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
。

問　
事
前
精
算
機
が
大
混
雑
し

そ
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、出
庫

時
に
出
口
の
精
算
機
で
精
算
手
続

を
す
る
利
用
客
も
多
く
見
受
け
ら

れ
結
果
的
に
出
口
の
渋
滞
を
引
き

起
こ
す
こ
と
に
な
る
。こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
て
、駐
車
場
の

混
雑
、渋
滞
緩
和
を
図
る
た
め
に

効
果
的
な
対
策
と
し
て
、立
体
駐

車
場
の
事
前
精
算
機
の
増
設
に
つ

い
て
は
、先
行
し
て
早
急
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。フ
ェ
リ
ー

船
内
へ
の
事
前
精
算
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答　
公
営
企
業
課
長　
玉
城
正
朝

　
現
金
の
支
払
い
時
の
ト
ラ
ブ
ル
が
長
時
間
の
混

雑
を
起
こ
す
要
因
に
も
な
っ
て
お
り
、利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
に
、精
算
機
の
増
設
に
つ
い
て

は
前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。フ
ェ
リ
ー
内
で

事
前
精
算
機
が
活
用
が
で
き
る
の
か
。十
分
に
調

査・研
究
し
て
い
く
。

問　
現
在
の
駐
車
場
の
出
入
口
の
動
線
や
、出

口
の
増
設
に
つ
い
て
は
、県
に
粘
り
強
く
要
請
を

し
て
い
た
だ
き
、駐
車
場
の
混
雑
緩
和
及
び
出
庫

時
間
の
短
縮
に
向
け
て
、キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が

対
応
可
能
な
機
種
の
設
置
、ス
ム
ー
ズ
に
出
庫
で

き
る
車※
４
番
認
証
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
今
後

と
も
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

本
部
港
臨
港
道
路
の
横
断

歩
道
の
安
全
性
の
確
保
は

村長  

バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
も
考
慮
し

た
改
修
工
事
の
調
整
及
び

要
請
を
行
う

問　
本
部
港
で
フ
ェ
リ
ー
乗
降
客
が
バ
ス
停
留

所
、立
体
駐
車
場
へ
移
動
す
る
際
の
臨
港
道
路
に

設
置
さ
れ
た
横
断
歩
道
の
車
道
と
歩
道
の
縁
石

の
高
さ
が
25
セ
ン
チ
あ
り
、段
差
が
大
き
く
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
だ
け
で
は
な
く
、ベ
ビ
ー

カ
ー
、幼
児
連
れ
の
方
等
に
と
っ
て
も
安
全
な
通

行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。ま
た
、転
倒
事
故
等

の
事
態
も
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
早
急
な
改
善

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　
歩
行
者
の
安
全
性
、利
便
性
に
配
慮
し
た
横
断

歩
道
の
改
修
整
備
を
道
路
管
理
者
の
沖
縄
県
に

対
し
て
要
請
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答　
村
長

　
転
倒
事
故
等
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、安
全・

安
心
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
に
早
急
に
沖
縄

県
へ
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
も
考
慮
し
た
改
修
工
事

の
調
整
及
び
要
請
を
す
る
。

問　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
が
施
行
さ

れ
、高
齢
者
や
障
が
い
者
が
負
担
な
く
移

動
で
き
る
よ
う
、道
路
構
造
令
で
も
横
断

歩
道
と
車
道
の
接
続
部
分
の
段
差
は
２

セ
ン
チ
を
標
準
と
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。先
日
、北
部
土
木
事
務
所

の
担
当
と
現
場
で
状
況
を
確
認
、意
見
交

換
を
行
っ
た
。村
の
要
請
等
を
踏
ま
え
て

対
応
す
る
と
の
こ
と
。早
急
に
北
部
土
木

事
務
所
と
の
調
整
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。答　

建
設
課
参
事　
知
念
利
次

　
早
急
に
対
応
で
き
る
よ
う
、県
に
要
請

し
て
い
く
。

駐
車
場
の
混
雑
緩
和
及
び
出
庫
時
間
の
短
縮
に
向
け
て
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
く

村長

宮
み や

城
ぎ

 弘
ひ ろ

和
か ず

 議員※４　車番認証システム
ナンバープレートを瞬時に自動認識して記録する車番認識装置と事前精算機より、出庫時の混雑を軽減する。

本
部
港
立
体
駐
車
場
の
利
便
性
の
向
上
に
向
け
た
取
組
み
は

事前精算機事前精算機

本部港臨港道路本部港臨港道路

議会広報 いえそん
No.186   9 月号

一
般
質
問
（
宮
城 

弘
和
）
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問　
令
和
６
年
度
村
長
の
施
政
方
針
で

「
伊
江
島
空
港
」
の
利
活
用
は
、
北
部
振

興
の
み
な
ら
ず
、
沖
縄
県
全
体
に
と
っ
て

訪
問
客
の
受
け
入
れ
機
能
強
化
が
見
込
ま

れ
る
と
の
期
待
か
ら
、
多
方
面
よ
り
様
々

な
提
案
や
助
言
な
ど
を
頂
い
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
今
後
も
村
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
図
り
つ
つ
、
沖
縄
県
へ
粘
り
強
く
協

議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
次
の
事
に
つ
い
て
伺
う
。

① 

「
伊
江
島
空
港
」
の
利
活
用
に
重
要
な

運
航
計
画
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

② 

伊
江
島
・
本
部
間
を
結
ぶ
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
想
に
つ
い
て
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
検
証
す

る
基
本
構
想
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い

か
。

答　
村
長

①�

現
在
、
具
体
的
な
運
航
計
画
は
決
ま
っ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
前
年
度
の
空

港
活
用
調
査
報
告
書
や
日
本
青
年
会
議

所
等
の
意
見
交
換
に
て
、
現
行
の
1
，

5
0
0
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
で
は
航
空
需

要
が
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
維

持
・
管
理
や
運
営
を
民
間
が
担
う
事
業

形
態
に
よ
る
空
港
の
利
活
用
や
滑
走
路

の
延
伸
等
、
様
々
な
角
度
か
ら
意
見
を

伺
っ
て
い
る
。

②�

伊
江
島
・
本
部
間
を
結
ぶ
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
架
橋
、
あ
る
い

は
海
底
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
等
が
想
定
さ

れ
る
が
、
現
段
階
で
は
伊
江
島
空
港
の

利
活
用
を
優
先
に
、
沖
縄
県
や
航
空
会

社
を
含
め
各
分
野
で
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
航

空
機
の
就
航
や
各
調
整
事
項
の
進
捗
状

況
を
判
断
し
な
が
ら
、
調
査
研
究
を
し

て
い
く
。

問　
伊
江
島
空
港
の
再
開
は
、
沖
縄
振
興

の
た
め
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
検
討
課
題

と
捉
え
て
北
部
全
体
と
し
て
の
構
想
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
村

長
の
考
え
は
。

答　
村
長

　
今
私
ど
も
含
め
て
12
市
町
村
が
取
り
組

ん
で
い
る
こ
の
延
伸
道
路
の
中
も
含
め

て
、
そ
し
て
伊
江
島
空
港
が
今
後
、
そ
の

取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し
て
、
北
部
の
首

長
の
皆
さ
ん
に
共
通
理
解
を
と
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
努
力
も
し
て
い
く
。

問　
伊
江
島
・
本
部
間
を
結
ぶ
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
村
民
の

利
便
性
、
地
域
向
上
と
い
う
こ
と
を
申
し

上
げ
た
が
、
そ
の
反
面
、
治
安
の
悪
化
、

土
地
の
買
い
占
め
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の

課
題
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
今
後
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
的

な
も
の
を
含
め
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

答　
企
画
課
長　
新
保
礼
人

　

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
先
に
検
証

す
る
よ
り
も
就
航
の
可
能
性
に
つ
い
て
調

査
し
、
運
航
状
況
を
ま
ず
は
確
立
さ
せ
た

上
で
、
需
要
見
込
み
を
把
握
し
て
い
く
。

就
航
や
各
調
整
事
項
の
進
捗
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
、
調
査
研
究
に
努
め
て
い
く

村長 「
伊
江
島
空
港
」の
利
活
用
と
伊
江
島
・
本
部
間
を

結
ぶ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
の
考
え
は

伊江島空港滑走路伊江島空港滑走路

一
般
質
問
（
並
里 

晴
男
）
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問　
「
夕
日
の
丘
」か

ら
眺
め
る
夕
日
は
眼
下

に
は
壮
大
な
草
地
が
広

が
り
、水
平
線
に
沈
む

夕
日
は
伊
江
島
の
財
産

で
あ
る
。そ
の
場
所
を

本
村
の
観
光
資
源
と
し

て
整
備
が
で
き
な
い
か

伺
う
。

答　
村
長

　
当
該
区
域
が
伊
江
島

補
助
飛
行
場
提
供
施
設

内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

村
で
は
可
能
な
範
囲
の

対
応
と
し
て
、周
辺
道
路
に「
夕
日
の
丘
」の
案
内
板

を
設
置
し
た
。令
和
３
年
２
月
に
は
簡
易
的
な
道
路

補
修
を
実
施
し
、そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
必
要
に
応

じ
て
年
に
２
回
ほ
ど
夕
日
の
丘
周
辺
道
路
の
草
刈
り

作
業
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　
年
2
回
の
草
刈
り
作
業
で
は
樹
木
は
繁
茂
し

て
お
り
、道
路
も
凹
凸
で
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
状
態

で
あ
る
が
。

答　
商
工
観
光
課
長　
金
城
幸
人

　

草
が
少
し
道
路
に
当
た
る
ぐ
ら
い
の
部
分
も
あ

り
、定
期
的
に
草
刈
り
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。

問　
令
和
３
年
に
実
施
し
た
道
路
の
補
修
も
現

状
を
見
る
と
プ
ラ
イ
マ
ー
の
み
で
、１
年
に
１
回

は
し
な
い
と
す
ぐ
穴
が
あ
く
状
況
で
あ
る
が
、ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答　
建
設
課
参
事　
知
念
利
次

　
一
度
補
修
し
て
以
来
、補
修
が
滞
っ
て
い
る
。

現
場
を
確
認
し
て
コ
ー
ラ
ル
で
補
修
し
な
が
ら

必
要
で
あ
れ
ば
プ
ラ
イ
マ
ー
を
ま
い
て
、措
置
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
「
集
客
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
」と
題

し
、伊
江
村
在
住
ビ
ジ
ネ
ス
作
家
の
中
山
マ
コ
ト

さ
ん
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。そ
の
中
で「
お

客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
の
は
奇
跡
」で
あ
る
と
。

「
奇
跡
を
起
こ
す
の
は
伝
え
る
工
夫
」お
金
を
か
け

ず
に
、ス
マ
ホ
台
を
設
置
す
れ
ば
、お
客
さ
ん
が
イ
ン

ス
タ
に
載
せ
て
、お
客
さ
ん
が
お
客
さ
ん
を
呼
ぶ
。

賛
同
し
た
西
江
上
区
の
Ａ
さ
ん
が
、自
費
で
ス
マ
ホ

台
を
工
作
し
、城
山
の
頂
上
、リ
リ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
、

夕
日
の
丘
、千
人
洞（
ガ
マ
）に
設
置
し
て
い
る
。村
民

が
観
光
発
展
の
た
め
に
努
力
も
し
て
い
る
。こ
の
よ

う
な
工
夫
を
村
も
で
き
な
い
か
。

答　
商
工
観
光
課
長　
金
城
幸
人

　
ス
マ
ホ
台
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
大
変
感

謝
し
て
い
る
。村
だ
け
で
は
な
く
て
観
光
協
会
そ
し

て
観
光
推
進
協
議
会
な
ど
で
も
し
っ
か
り
と
議
論
を

し
な
が
ら
、村
の
観
光
発
展
の
た
め
に
協
議
、検
討
し

て
い
き
た
い
。

答　
副
村
長

　
観
光
地
で
あ
る
前
に
、軍
用
地
の
提
供
施
設
で
あ

る
と
い
う
こ
と
。様
々
な
制
約
が
あ
る
中
で
、村
が
で

き
る
こ
と
を
ま
ず
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

「
リ
リ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
展
望

台
」の
整
備
は
で
き
な
い
か

村長  

自
然
景
観
に
配
慮
し
た
展
望
台
に

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い

問　
リ
リ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
公
園
東
側
に
あ
る
展
望

台
が
経
年
劣
化
し
、ロ
ー
プ
が
張
り
巡
ら
さ
れ
立
ち

入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
場
所
か
ら
北
海
岸

の
絶
景
が
広
が
り
伊
是
名
島
や
伊
平
屋
島
、冬
場

に
は
ク
ジ
ラ
が
回
遊
し
、ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
め
る
場
所
で

あ
る
。

　

第
27
回
伊
江
島
ゆ
り
祭
り
が
盛

大
に
行
わ
れ
た
が
、そ
の
場
所
に
は

立
ち
入
る
こ
と
が
、出
来
な
か
っ
た
。

そ
の
場
所
を
観
光
資
源
と
し
て
再
度
、

「
リ
リ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
展
望
台
」の

整
備
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

答　
村
長

　
　
平
成
８
年
４
月
27
日
に
第
１
回

ゆ
り
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
東
展
望
台

も
整
備
さ
れ
、設
置
か
ら
約
30
年
が

経
過
し
、五
年
ほ
ど
前
か
ら
潮
害
に
よ
る
腐
食
が
ひ

ど
く
、屋
根
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
も
あ
る

こ
と
か
ら
、立
ち
入
り
禁
止
に
し
て
い
る
。今
定
例
会

の
補
正
予
算
に
お
い
て
、取
り
壊
し
を
行
う
費
用
を

計
上
し
て
い
る
。展
望
台
の
再
整
備
に
つ
い
て
は
現

在
の
と
こ
ろ
実
施
す
る
予
定
は
な
い
が
、今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　
今
年
度
予
算
で
取
り
崩
し
を
行
う
費
用
を
計

上
し
て
い
る
と
あ
る
が
、そ
の
後
の
、具
体
的
な
工
事

の
整
備
の
考
え
は
。

答　
商
工
観
光
課
長　
金
城
幸
人

　
す
ぐ
取
り
壊
し
の
工
事
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。自
然
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら

石
な
ど
を
敷
い
て
整
地
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
展
望
台
か
ら
西
側
に
は
樹

木
が
繁
茂
し
て
い
る
状
態
の
た
め

整
備
は
で
き
な
い
の
か
。

答　
村
長

　
今
後
、整
備
の
仕
方
に
つ
い
て
、

危
険
性
が
な
い
よ
う
に
高
い
展
望

台
で
は
な
く
、自
然
景
観
に
配
慮

し
た
展
望
台
に
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

知
ち

念
ね ん

 邦
く に

夫
お

 議員

村
の
観
光
発
展
の
た
め
に
協
議
、
検
討
し
て
い
き
た
い

商
工
観
光
課
長

金
城
幸
人

「
夕
日
の
丘
」
の
整
備
は
で
き
な
い
か

リリーフィールド展望台リリーフィールド展望台

夕日の丘夕日の丘

議会広報 いえそん
No.186   9 月号

一
般
質
問
（
知
念 

邦
夫
）



議会広報 いえそん
No.186   ９月号 10

令和６年 第５回定例会 会期：令和６年６月25日（火）～令和６年６月26日（水）

議 案 番 号 件　　　名 議決結果
報告第11号 令和５年度伊江村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 原案報告

報告第12号 令和６年度伊江村人材育成会の業務報告について 〃

議案第35号 小型動力ポンプ付水槽車Ⅱ型購入契約について 原案可決

議案第36号 水槽付消防ポンプ自動車購入契約について 〃

議案第37号 救急搬送車購入契約について 〃

議案第38号 堆肥散布車購入業務の契約について 〃

議案第39号 焼却灰等運搬車購入契約について 〃

議案第40号 伊江村ごみ処理施設灰出設備更新工事契約について 〃

議案第41号 沖縄県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 〃

議案第42号 伊江村印刷機具使用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第43号 伊江村手数料条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第44号 伊江村廃棄物の減量化の推進及び適正処理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第45号 伊江村パークゴルフ場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第46号 令和６年度伊江村一般会計補正予算（第２号） 〃

議案第47号 令和６年度伊江村診療所特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第48号 令和６年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第49号 令和６年度伊江村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第50号 水産物供給基盤機能保全整備工事の請負契約について 〃

第６回臨時会 会期：令和６年７月22日（月）

議 案 番 号 件　　　名 議決結果
議案第51号 農業集落排水処理施設整備工事（R6機械設備）の請負契約について 原案可決

議案第52号 村民レク広場ゴルフ場東側ポンプ改修工事の請負契約について 〃

議案第53号 令和６年度伊江村一般会計補正予算（第３号） 〃

発議第３号 相次ぐ米軍構成員等による女性への性的暴行事件に関する意見書　　※P11参照 〃

発議第４号 相次ぐ米軍構成員等による女性への性的暴行事件に関する抗議決議　※P11参照 〃

第７回臨時会 会期：令和６年８月26日（月）

議 案 番 号 件　　　名 議決結果
議案第54号 村道川平集落道14号道路整備工事（R6）の請負契約について 原案可決

議案第55号 村道川平農道線道路整備工事（R6）の請負契約について 〃

議案第56号 令和６年度伊江村一般会計補正予算（第４号） 〃

議 決 の 結 果

E＆Cセンターに搬入する一般廃棄物（ごみ）の値段が10月
から変更になります。その料金を改正する為の、条例です。

◆議案44号　伊江村廃棄物の減量化の
推進及び適正処理に関する条例って何？？

議
決
の
結
果
・
あ
の
議
案
っ
て
な
に
？



村
独
自
の
仮
称「
伊
江
島
物

産
フ
ェ
ア
」を
県
内・県
外
で

開
催
し
、島
の
魅
力
あ
る
物
産
を

展
示
し
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、伊

江
村
の
認
知
度
を
高
め
、本
村
の
観

光
産
業
の
振
興
を
図
り
、島
の
特
産

品
の
需
要
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と

で
、村
の
地
域
経
済
に
大
き
く
寄
与

す
る
事
業
と
な
る
と
考
え
る
が
。

質
令
和
６
年
度
一
括
交
付
金

を
活
用
し
、第
15
回
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
沖
縄
め
ん
そ
ー
れ
フ

ェ
ス
タ（
東
京
都
）が
開
催
さ
れ
、伊

江
村
は
、５
月
24
日
～
６
月
２
日
ま

で
の
10
日
間
参
加
し
た
。

現
次
年
度
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
一
括
交
交
付
金
を
活
用

し
、独
自
の
物
産
フ
ェ
ア
が
出
来
る

よ
う
計
画
し
た
い
。

答

11

　昨年12月、米軍嘉手納基地所属の空軍兵が県内に住む16歳未満の少女を車で連れ去り、性的暴行を加えた
として、わいせつ誘拐及び不同意性交等の罪で那覇地方検察庁が起訴していたことが、今年６月の報道により
発覚した。少女への性的暴行という極めて重大事件にもかかわらず３月27日の起訴から約３か月もの間、外務
省、沖縄防衛局及び沖縄県警等は、沖縄県に対し情報提供がなく公表していなかったことも明らかになった。
　女性に対する性的暴行は、被害者への肉体的、精神的な苦痛を与えることのみならず、人間としての尊厳を
蹂躙する極めて悪質な行為であり、日米両国の法と正義に照らしても、断じて許されるものではなく、満身の怒
りをもって抗議するものである。
　よって、本村議会は、県民の生命、財産、人権を守る立場から、今回の事件に対し厳重に抗議するとともに、
下記の事項が速やかに実現されるよう強く要請する。

記
１．被害者への謝罪及び完全な補償を行うこと。
２．�被害者への丁寧な精神的ケアを行うとともに、二次的被害の防止を徹底すること。
３．�米軍構成員等の綱紀粛正の徹底及び夜間外出の規制など、抜本的かつ具体的で
実効性のある再発防止策を県民に示すこと。

４．�米軍構成員等による犯罪事案については、今後、被害者のプライバシーを守ること
を第一としつつ、沖縄県及び関係市町村への迅速な通報ができるよう、日米合同
委員会等において調整を行い、確実な措置を取ること。

５．�米軍構成員等を特権的に扱う日米地位協定の抜本改定を行うこと。特に身柄引き
渡し条項を早急に改定すること。

沖縄県国頭郡伊江村議会

内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、内閣官房長官、沖縄及び北方対策担当大臣
警察庁長官、外務省特命全権大使（沖縄担当）、沖縄防衛局長

同様の抗議文を
駐日米国大使、在日米軍司令官、在日米軍沖縄地域調整官、在沖米国総領事に提出

発議第４号
あて先

第15回サンシャインシティ沖縄めんそーれフェスタ

あて先

Good Job

あの質問・質疑どうなった！？令和５年９月定例会

伊江島をＰＲする仮称「伊江島物産フェア」
の開催はできないか

相次ぐ米軍構成員等による女性への
性的暴行事件に関する意見書を可決

発議第３号 ７月22日

（一部抜粋）

議会広報 いえそん
No.186   9 月号

意
見
書・あ
の
質
問
質
疑
ど
う
な
っ
た
!?



議会広報 いえそん
No.186   ９月号 12

令和６年度北部市町村議会議員・事務局職員

研修会及びスポーツ・レク大会 7/18

　那覇市の沖縄県自治会館２階ホールにおいて、沖縄県町村
監査委員協議会の定期総会・研修会が開催され、具志川代表
監査委員と虻江修監査委員が出席した。
　具志川代表監査委員は「町村監査委員として10年以上在職
し、功労のあった者」としての高く評価され、沖縄県町村監査
委員協議会（屋比久昭会長）から表彰されました。具志川代表
監査委員の在職期間は、平成25年７月１日から現在に至る。

　北部12市町村が一堂に集い、金武町立
中央公民館大ホールで開催された。講演
会では、株式会社ジャパンエンターテイメ
ント　取締役　佐藤大介氏を講師に迎
え、『やんばるの“変化の起点”を目指す
「ＪＵＮＧＬＩＡ　ＯＫＩＮＡＷＡ」につい
て』と題し、2025年夏、今帰仁村呉我山
に開業予定のJUNGLIA　OKINAWAの
事業概要などの講演を頂いた。
　その後、KINサンライズビーチ海浜公
園、(株)佐喜眞義肢を視察。金武町屋内運
動場へ移動し、グランドゴルフ大会が開
催され、各市町村の議員・事務局共に清々
しい汗を流し交流が図られた。また親睦
交流会では４市町村が余興を披露した。

株式会社ジャパンエンターテイメント　取締役　佐藤大介氏

KINサンライズビーチ海浜公園

定例総会

振舞われた食事

（株）佐喜眞義肢

北部市町村議会議長会

定例会総会（伊江島開催）
　北部12市町村の議長、事務局長が本村に来
村し、伊江村農村環境改善センターで理事会及
び定例会総会を開催した。定例会総会終了後、
村内の各施設を視察し、本村の施設に各町村の
議長、事務局長は驚きをかくせない様子であっ
た。また、懇親会では役場職員が手料理をふる
まい、その美味しさに、頬がゆるんでいた。料理
はスジアオノリを使った厚焼き玉子や山羊汁、
チーイリチャー等が振舞われた。

8/  8

沖縄県町村監査委員
協会会長から表彰 5/ 30

具志川豊秀代表監査委員

表
彰
・
議
員
研
修
・
北
部
議
長
会
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令和５年度

伊江村防犯カメラ整備業務
総事業費：782万円

沖縄離島活性化推進事業費補助金 
(伊江村移住定住促進住宅整備事業）

総事業費：３億5,704万円
・令和４年度繰越  2,669万円  ・令和５年度 3億3,035万円

特定防衛施設周辺整備調整交付金
(塵芥車購入事業）総事業費：1,621万円

特定防衛施設周辺整備調整交付金 
(西小学校外構改修工事）

総事業費：2億1,085万円

村民の安全・安心を担う防犯カメラを犯罪
の解決や、犯罪の未然防止を目的に村内の防犯及び交
通安全社会の確立を図る。現在設置されているカメラ３
台の更新と新規に４台設置

子育て世帯による地域コミュニティの充実化、農林水産業
への従事者の増加による島内産業の活性化を図るため、島外からの移
住者を促進する移住定住促進住宅　２階建て、12戸を整備した。

村内のごみを回収する塵芥車が経年劣
化により、故障やエンジントラブルにより、維持する事
が困難なことから、最新式の塵芥車２台を購入する

令和３年度から行った外構改
修工事も令和５年度で終了し、令和５年度は、
西小学校のプール解体やその跡地をグラウ
ンド拡張、防護柵（フェンス）の設置を行った。

村民の安全・安心に！！

移住定住者の誘致による地域コミュニティ活動の活性化に期待！！

村民の生活環境を保全し快適で安心した暮らしの提供へ

子ども達の安心・安全な学校へ！

完了

事業内容

事業内容

事業内容

事業内容

・令和３年度 6,114万円
・令和４年度 6,272万円
・令和５年度 8,699万円
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みました。聞いて
議会広報の感想を 議

会
広
報
チ
ェッ
ク　普段、多くの議員の方が郵便局をご利用して

くださっている中、議員としての素晴らしい一
面がわかりやすく丁寧に記されていると感じまし
た。議員の方 、々一人一人の思いがしっかり伝わっ
て楽しく読ませていただいています。

　議員の方々各々が独自の視点により村民
ファーストで活動されている様子や同様な立場
で向き合う村執行部の真摯な姿勢が見て取れ、
また、村内の様々な仔細が掲載されており、
情報収集に欠かせない媒体のひとつで毎回楽
しみに拝読させていただいております。

　伊江村の現状について、各議員から
のご意見が分かりやすくまとめられお
り、村民の皆様が親しみやすく、見や
すいページになるよう工夫されている
と思います。

　郵便局の社員は本島からの転勤者がほとんど
で、最低限の家電製品の準備に（個人負担）苦
労しているのが現実です。会社へは、以前から
伝えてはいますが、改善されません。なので、
家具、家電付きの社宅のようなものがあると便
利でよいなと思いました。色んな方が気軽に働
きに来れる、行きたいなと思う地域であってほ
しいと思います。

　伊江村は沖縄県全体の縮図の様な行政区だ
と常々感じており、それゆえに課題も少なくな
いと推察されます。これまで通りのスタンスで
議会と執行部が両輪で村民生活の向上に向け
取り組み伊江村が他市町村行政運営の優良モ
デルケースとなることを期待致します。

　安心・安全で楽しい学校・園をつくっ
ていくために、保護者や地域、行政の
皆様と連携しながら取り組んでまいり
ますので、ご理解とご協力のほどよろ
しくお願いいたします。

　７月から校長昇任で名護市の稲田
小学校より西小学校に赴任しました。
豊かな自然に囲まれ癒されつつ、離
島であるにもかかわらず生活のしや
すさに驚いています。安心・安全で
楽しい学校・園づくりに向け、職員
一丸となって取り組んでまいります。

行政区：西江前
出身：東京都

自己紹介

自己紹介

自己紹介

新垣 貴之 あらかき たかゆき

新垣 守 あらかき まもる

井口 憲治 いぐち けんじ

西小

議会広報｢いえそん」を読んでの感想

議会広報｢いえそん」を読んでの感想

議会広報｢いえそん」を
読んでの感想

伊江村に期待すること

伊江村に期待すること

伊江村に期待すること

伊江
郵便局

ＪＡ
伊江支店

行政区：東江前区
出身：読谷村

　ご挨拶が遅くなりました。昨年
4月1日付けで伊江郵便局に赴
任いたしました。今年で2年目に
なります。島の皆さまのあたたか
さに触れながら過ごさせて頂いて
います。特技はソフトボールです。
スポーツを通して交流でき、とて
も嬉しく思います。今後とも島の
皆さまと仲良く過ごし島を盛り上
げていけたらと思います。

　令和 5 年 4月のＪＡ伊江支
店着任から一年余りが過ぎまし
た。今後も日々、組合員や職員
をはじめ島の方々の協力のもと
地域に求められるＪＡを目指し
て支店運営に邁進する所存でご
ざいますので、業務のご用命そ
の他ご相談など気軽にお声掛け
いただければ幸いです。

行政区：東江前区
出身：名護市



７７月月 July

６６月月 June

８８月月 August

議会の活動

����1日�～�：令和５年度決算審査開始（虻江監査委員）
� 3日�：�第１回健康づくり推進協議会（議長）
�� 4日�：�町村議会議長会定例役員会（議長/那覇市）
� 5日�：�沖縄県農業政策確立生産者大会（議長/豊見城市）
� 6日�：�伊江村郷友会総会（全議/南風原町）
� 10日�：�例月出納検査（虻江監査員）
� 10日�～11日：都道府県会長会（議長/東京）
� 14日�：�関東伊江島城会総会（副議長/神奈川県横浜市）
� 17日�：�全員協議会
� 18日�～19日：北部地区議員・職員研修会及び
� � � � スポーツレク交流会（全議/金武町）
� 19日�：�村婦人の主張大会（議長）
� 22日�：�第6回伊江村議会臨時会
� � � 県産品奨励月間要請団来村（議長）
� 24日�～27日：北部市町村議長会県外視察（議長/福井県鯖江市）
� 28日�：�福建省友好訪問団歓迎レセプション（議長/那覇市）
� 31日�：�沖縄振興審議会（議長/東京都）

� 6日�：�国民健康保険に関する財政支援要請（議長/東京都）
� � � 米軍爆弾処理船LCT爆発事故被爆者慰霊祭（議員）�
� 7日�：�例月出納検査（虻江監査員）
� � � 葉タバコ売買視察（議員）
� 8日�～9日：北部市町村議会議長会理事会・定例会（伊江村開催）
� � � � 介護保険広域組合議会（義範議員/読谷村）
� 15日�：�自治会館管理組合議会（議長/那覇市）
� 19日�：�広報委員会（広報委員）
� 20日�：�北部広域組合第64回定例会
� 21日�：�町村議会正副議長・正副委員長研修会
� � � （正副議長・正副委員長/北谷町）
� 26日�：�第7回伊江村議会臨時会
� � � 北部振興会第1回評議委員会（議長/名護市）
� 27日�：�名桜大学との行政懇談会（議長/名護市）
� 29日�：�北部医療組合議会（副議長/名護市）
� 30日�：�伊江村畜産共進会（全議）

7/22　澤岻団長から県産品優先使用について
陳情書を受け取る渡久地議長

8/6　自見はなこ沖縄及び北方担当対策大臣に
要請をする玉城沖縄県知事、當眞宜野座村長、

渡久地沖縄県町村議会議長会会長

� 4日�：�民俗芸能保存会総会（議長）
� 6日�：�太陽の花総会（並里議員・邦夫議員）
� 7日�：�第2回行政改革推進委員会（議長・勉委員長）
� 9日�：�海神祭�(全議)
� 12日�：�例月出納検査（虻江監査員）
� 19日�：�議会運営委員会・全員協議会
� 20日�～22日：九州各県町村議会議長会（議長）
� 23日�：�沖縄全戦没者追悼式（議長/糸満市）
� 24日�：�社協評議委員会（議長）
� 25日�：�伊江漁協総会（議長）
� 25日�～27日：第5回伊江村議会定例会

議
会
の
活
動
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議会傍聴を希望される方は、議会事務局（☎49-2924）へお問合せ下さい。
発熱や風邪、倦怠感のある方はご遠慮いただく場合がございますのでご理解ください。

９月10日（火）午前10時〜▶ ９月定例会予定  

今月の表紙

議会傍聴に来た伊江小学校６年生12名、
校長先生、教頭先生、教員の３名。
西小学校６年生15名、教員１名。議長と村長。

今月の表紙は

議会広報 いえそん
No.186   ９月号 16

　７月14日横浜市鶴見区「おきつる会館」にて関東伊江島城会の総会・懇親会が開催され議会
を代表し出席させていただきました。会結成33年、28回目の定期総会も議案の報告・承認まで
約1分の超短時間の成立に、隣席者と共に微笑んだところです。メインの懇親会が「かぎやで
風」の舞踊で始まり、諸先輩方のこれまでの城会や鶴見での歴史、会館建設に尽力された安村氏
の功績などなど色々な話を聞かせて頂きました。遠く離れた本土の地で郷里への思いを忘れるこ
となく「シマグチ」で会話ができる憩いの場となり、締めのカチャーシーでは踊りが終わらな
い、地謡が参ったするほど盛り上がる懇親会となりました。
　関東伊江島城会の益々のご発展とご健勝を祈念申し上げます。

伊江村議会副議長　内間 広樹

（0980）49-2924 伊江村議会事務局
議会や議会広報に関してご意見やご要望をお寄せ下さい。

読みやすいユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

印刷インキに植物由来の原料を配合して、
温室効果ガスの発生を低減しています。

題字（揮
きごう

毫）記入者

名 　 　 前

生 年月日

行政区・屋号

大
おお

 城
しろ

 勝
かつ

 秋
あき

昭和11年12月１日生　満88歳
東江上・テーランヤ

職員からみた勝秋さん
　毎日、男らしく大きな声が聞こえる
勝秋さん、現役の頃は伊江村の為に
大活躍し、あの頃を今でも楽しそうに
話されています。
　これから元気で活気のある日々を
一緒に過ごしましょうね。


